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新しい職住商の混合体
ー太田南一番街再生計画ー
MIXTURE  OF  NEW  JOB,HOUSE,STORE
-OTA  MINAMIITIBAN  STREET  REVITALIZATION  PLAN-
岩瀬緑
Midori IWASE
主査　渡辺真理　　　副査　下吹越武人・出口清孝　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
I thought in the large shopping center is built in the suburbs, what kind of people also easy to 
come to the facility that is required in front of the station shopping center, entertainment and 
shopping, workplace attractive necessities of life is the "city" there. By creating a mixture of new 
residential and commercial jobs, the introduction of solar panels there, to make it to the "city" to 
induce the life style of energy saving in the surrounding area.　　    Key Words : Decline of the mall
　郊外の大型ショッピングセンターの進出等により、駅
前商店街の衰退は社会問題となっている。後継者不足に
よる商店の撤退が相次いでいる現在、そもそも駅前商店
街の需要は低くなっていている。
それよりも、ひとがもっと駅前というまちの中心に集
まって住んだ方高齢者同士がコミュニケーションをする
機会が増え、孤独死も減る。
子供も、家の近くに遊び場があったほうがいい。
これから必要とされていくのは、駅から徒歩圏内で生活
に必要な施設が集まり、周辺地域の発信地となる市民の
集まるような場所であると考える。
2. ニューアーバニズム
　1980 年代後半から 1990 年代にかけて、主に北米で発
生した都市設計の動きである。ヨーロッパではコンパク
トシティ、イギリスではアーバンビレッジが同様の概念
を打ち立てている。伝統回帰的な都市計画といわれ、鉄
道駅を中心に、商業施設や住宅地がその周りを囲んでい
る、といった都市モデルが想定されている。過度な自動
車依存を解消するための、鉄道やバスなど公共交通を基
本とした都市構造である。ポートランドなどで、鉄道駅
を中心にパークアンドライドなどの計画が進められてい
る。
3. 敷地
　敷地は、太田駅南口から続く南一番街である。南一番
街は、1970 年につくられた東武鉄道太田駅の南口商店
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図 1　商店街の最近の景況
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街であったが駅前や郊外へのショッピングセンターの進
出で衰退し、近年では ” 北関東随一の歓楽街 ” とよばれ
るくらい多くの風俗店が存在している。富士重工業など
の工場が並ぶ工業都市であるため男性が多い土地柄、風
俗店が多くなったのだ。
また、飲酒運転も多発し、夜間の治安の悪化が問題となっ
ている。　
4. 設計
　今まで南北方向だけだった人の流れを東西方向にもみ
ちを通すことで新しい人の流れをつくる。歩行者専用道
路によって 2 街区が一つのまとまりとなり、西側には一
階部分は飲食店を配置させることで、南一番街に向けて
テラス席を設けることができ、人のたまる場となる。二
階、三階はオフィス・住戸になっている。
東側の一階部分には、生活雑貨や美容院、保育園等を配
置する。
この 2 街区で、生活に最低限必要な買い物や娯楽を満た
し、子供から大人まで楽しむことのできる新しい職住商
の混合体となっている。
また、広場の両側にはギャラリーを設け、広場で遊びな
がら美術品の鑑賞もできるようになっている。災害時に
周辺地域の人々が集まることの出来る、まとまった広場
となっている。
5. ソーラーパネルの導入
　1 枚　800㎜× 1660㎜、公称最大出力　200W、モジュー
ル変換効率 20％のパネルを使用する。
太陽電池容量 1kw システム当たりの年間発電量は約
1000kwh である。一世帯当たりの年間消費電力量は
5650kwh/ 年であるから、4kw システムの設置で 70％程
度を太陽光発電でまかなえる。4kwシステムのためには、
最大出力 200W のパネルが 20 枚必要である。
6. おわりに
　郊外に大型ショッピングセンターがつくられる中、駅
前商店街に必要とされる施設はどんなものか？
それは、どんな人も来やすく、生活に必要な買い物や娯
楽、魅力的な職場がある ” まち ” であると考えた。
また、子供だけでなく大人まで歩きたくなるような路地
のような空間、災害時には地域の人の防災拠点となりう
る広場がある。
新しい職住商の混合体をつくり、そこにソーラーパネル
を導入することで、周辺地域に省エネのライフスタイル
を誘発させる ” まち ” にもなることを願う。　　　　　
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図 3　全体計画
図 4　ソーラーパネルの配置
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